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音楽科授業構想時の教師の思考過程について

～大学生と大学院生のシンクアラウド分析を通して～

宮崎大学教職大学院長谷場由久子

1．はじめに

初任者教員や学生の多くは、音楽科授業を構成することに困難を感じている。教育実習で音楽科の授

業を行わなければならなくなったとき、どのように授業を作ればいいのか、どんな活動を設定すればよ

いのか迷う学生がいる。そして、このような困難は、音楽経験の有無にかかわらずにみられる。そこに

は、音楽科授業における共通した要因があるのではないかと考えた。

高見（2010）は小学校音楽科における新人教員が遭遇する困難について述べている。特に調査した3

人の新人に共通してみられた困難として、子どもの状況が予想とちがう．読めないという困難、授業の

進め方に関する困難、自己の授業の在り方に迷うといった困難の3つの困難を明らかにした。授業の進

め方に関する困難や自己の授業の在り方に迷う困難の中には、活動内容の選定や授業展開などの授業構

想と深く関係している困難も示されている。しかし、これらの困難は、音楽科の授業全体で見られる困

難であり、構想時における困難だけを示したものではない。

内山（2009）は、音楽大学の学生たちが作成した学習指導案の記述形式や記述内容に着目し、その特

徴を明らかにした。この研究によって、音楽経験のある学生たちにも、何を目的・目標にしてその題材・

単元・教材を教えるのか、学習活動の意義や目的に関して指導案上では明確に見られない状況が浮かび

上がった。この研究では、指導案の記述内容と項目との関係においての分析が中心であったため、指導

案作成の思考過程については述べられていなかった。

これらの研究は，初任教員や学生が音楽の授業を計画・実施する際に感じている困難の内容を具体的

に明らかにしている。しかしながら授業を構想する段階で，彼らがどのような思考プロセスをたどって

いるのか，またその思考プロセスの特徴が，初任教員が感じている困難の内容や作成された音楽授業の

指導計画とどのように対応しているのかについては明らかにされていない

久我（2008）は、小学校教員の自己の授業をモニタリングによる発話プロトコルの内容についての分

析を行い、授業時の授業実施過程において計画した授業構想に基づいた授業実施と授業展開中の即興的

な実践的思考様式の駆動によって子どもの主体的な学習を通して目標遂行できる教授方法を算出する

ことができるとした。この研究では、授業全体の過程の思考プロセスが明らかになった。それにより、

授業実施時における授業構想の重要性も示された。しかし、主に授業実施中の思考プロセスに焦点が当

てられていて、授業構想時の思考過程の詳細は明らかにされていない。

そこで、本研究では、音楽科授業構想における学生の思考プロセスを分析し、そこから考えられる特

徴やつまずき、困難を明らかにすることを目的とする。
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2．研究の方法

2.1．調査方法

2.1.1．調査対象

本調査に協力したのは、教職大学院生と学部学生の計3名である。

学生A宮崎大学教職大学院2年生。男性。小学校での教育実習経験はある。しかし、教育実習の中

で音楽科の授業を計画・実施した経験はない。合唱部やア・カペラの団体に所属し、学校の音楽科授業

以外の音楽経験がある。

学生B宮崎大学教職大学院2年生。男性。小学校での教育実習経験はある。しかし、教育実習の中

で音楽科の授業を計画・実施した経験はない。また、学校の音楽科授業以外の音楽活動の経験はない。

学生C宮崎大学教育文化学部音楽科所属3年生。女性。小学校教育実習において音楽科の授業経験

あり。ピアノ等の音楽経験あり。

2.1.2．手続き

3名の学生にそれぞれ一時間の授業の指導案を作成させた。そして、シンクアラウド法を用いて指導

案作成時の教師の思考過程を発話させ、それをボイスレコーダーとビデオカメラで記録した。

後日、記録したビデオや文字に起こした発話を参照しながらインタビュー調査を行った。

作成させる教材は教育出版社『小学音楽音楽のおくりもの』に掲載されている「茶色のこびん」（J・

ウインナー作曲）を用いた。対象学年は小学校5年生とした。

2.2．分析

2.2.1．分析の対象

分析の対象は以下のとおりである。

1，作成された指導案の内容

2，指導案作成時のシンクアラウドによる発話

3，事後に行ったインタビュー

2.2.2．分析の手続き

発話はすべて文字に起こした｡起こした文章を発話したまとまりごとに区切り、l単位の文を構成し、

それぞれにラベル名をつけ、関連のあるラベルをさらにまとめ、カテゴリーに分類した。

さらに、指導案作成時の思考過程の分析を行い、その結果をカテゴリー関連図にまとめた。
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2.3．結果

2.3.1．発話から見られたカテゴリーの種類

3名の指導案作成時におけるそれぞれの思考過程をそれぞれカテゴリーに分けたところ､【手段の活用】、

【情報のインプット】、【情報の個人的感想】、【情報の解釈】、【授業シミュレーション】、【音楽

観・授業観】、【構成中の判断や振り返り】、【指導案記述】、【情報の不足】、【力量．経験の不足

による不安】、【経験の回想】、【授業プラン策定（情報のアウトプット）】の12のカテゴリーに分

けることができた。

2.3.2．カテゴリー関連図の説明

12のカテゴリー相互の関連をカテゴリー関連図として図式化した。□はカテゴリー、その下にはそれ

ぞれのカテゴリーに属するラベルを記載している。なお、線はカテゴリー同士を関連づける発話があっ

たことを示している。矢印はカテゴリーの作用する方向に向き、線の太さはそれぞれのカテゴリーに関

連した発話の頻度を示している。学生Bのカテゴリー関連図の中で点線で示されたカテゴリーは、学生

Aや学生Cの発話には見られたが、学生Bの発話に見られていないカテゴリーを示している。

学生Aの指導過程(学習活動及び学習内容）

音の働きを感じて演奏しよう。

1聞き比べをさせる

：難:識
●主旋律十低音

学生Bの指導過糧(学習活凱及び学習内容）

の重なりについて感じ取り、演奏しよう。

1本時の学習について飴し合う。

●前時の復習をする。

・リコーダー

・こいのぼり

●本時のめあて

学生cの指導過程(学習活動及び学習内容）

《1時間目》
を弾けるようになろう。

2低音の脱明

●へ音記号の脱明

●音階を学ぶ

《Wim鵬､‘憾青難の練習

2学習の進め方について賭し合う。

●学習の進め方

・範唱を乾き、曲想をっ力む。

・歌詞唱

・頓奏

1先生の主碇律の演奏を葛く

2主旋律の読鰭をする
●ト音記号の復習

●「茶色のこびん」に階名をつける
●階名を一緒に萱う
●一人→グループ→全体

3範唱を聴き、楽曲の感じをとらえる。
●歌詞をつけて歌う

4ピアニカで旋徳を演奨する。

5学習のまとめ

4グループで（ペアで）弾く

表 1

3鞄唱を聴き、歌詞唱をする。

●範ﾛ員を聴き、曲想をつかむ。

●歌飼唱をする。

4音の重なりを感じ取りながら演奏する。

●卜音罷号とへ音記号の関係を知り、

低音の良さを感じ取らせる。

●低音パートの練習をする。

●主旋律と低音パートに分かれて合奏する。

5本時の学習を振り返る。

1先生が低音も入れて両手で弾くのを聴く。

2へ音記号の仕組みを知り、読めるようになる。
●「茶色のこびん」に階名を付ける。
●階名を一緒に言う
●一人→グループ→全体

3ピアニカで低音を弾く。

s時間目〉

1ピアニカで全員左手の練習

2グループごとに､旋律を弾く人と低盲を弾く人
で分けて練習する。

3発表をグループごとにやらせる。

3人の作成した指導案（学習活動及び学習内容）
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